
きょうと地域連携交付金　自己評価調書（令和６年度分）

　団体名： 宮津与謝消防組合
（千円）

交付金
充当額

1 市町村間連携
推進事業

防災 消防隊員用個人防護装備
整備事業

【事業の目的】
火災現場で活動を行う消防隊員等の安全性を向上させ、多様な

消防戦術を構築することで、消防力の強化を図る。

【事業の内容】
・消防隊員等23人分の個人防火装備

8,083 3,040 ・防火衣（上衣、ズボン）、防火しころ、
防火帽、防火靴を各23人分更新した。
・総務省消防庁推奨「消防隊員用防火装備
に係るガイドライン」に沿った安全性の高
い仕様とした。

立体裁断によって高い運動機能性を確保す
るとともに、面ファスナーや蓄光反射材な
ど、細部に至るまで安全性や耐熱性を高め
た。また、襟幅を大型にするなど、ヒートス
トレスの軽減を図った。

総合力をもって効果的な成果を表わす消防
活動にあって、個人装備の充実化は、隊員
個々の技術や能力を発揮させ、組織的活動の
確立に寄与している。

2 市町村間連携
推進事業

災害・犯
罪からの
安全

災害・予防活動整備事業 【事業の目的】
住民の生命、身体及び財産を保護し、被害を軽減させるため、

消防力の維持・強化となる資機材の整備や専門的知識の習得、火
災予防広報や応急手当普及活動等に努め、消防防災体制の充実強
化を図る。

【事業の内容】
・消防力の維持強化：資機材の整備、更新など
・防火防災啓発活動：火災予防及び応急手当普及活動推進
・専門的職員の養成：各種災害対応に必要となる資格取得

7,891 2,967 ・自動体外式除細動器１台更新
・モニター付き硬性挿管用喉頭鏡２台整備
・水難救助機材一式更新
・全身化学防護服１着更新
・空気ボンベ５本更新
・防災啓発_広報誌31,000部・防火チラシ
15,500枚各戸配布
・救急啓発_応急手当テキスト1,000部・救
急啓発品の配付
・専門的知識や技術を習得する資格取得講
習を受講_延べ８人

喉頭内部をモニターで視認しながら操作で
きる光ファイバースコープ内蔵の喉頭鏡な
ど、救命はもとより社会復帰に導くための機
器の整備、更新に努め、質の高い救急活動を
展開した。

当地域は若狭湾に面しており、毎年溺水な
どの水難事故が発生していることから、当該
事故に対応するための資機材の更新に努める
とともに、水難救助隊の隊員（潜水士）を新
規に養成した。

様々なイベントや講習等において、防火チ
ラシや救急啓発品等を配付し、火災予防や応
急手当の普及啓発活動を推進した。

3 市町村間連携
推進事業

災害・犯
罪からの
安全

救急救命士養成等事業 【事業の目的】
救急救命士が実施する救急活動を高度なものにし、プレホスピ

タル・ケア（救急現場及び搬送途上における応急処置）の充実と
救命率の向上を目的とする。

【事業の内容】
・救急救命士就業中病院研修
・救急ワークステーション研修
・気管挿管病院実習
・ビデオ硬性挿管用喉頭鏡実習

972 366 ・就業中病院研修を実施_24人
・救急ワークステーション研修を年間を通
じて実施_89回　延べ267人
・気管挿管病院実習を受講_１人
　（丹後ＭＣ協議会により認定登録）
・ビデオ硬性挿管用喉頭鏡実習を受講_１人
　（丹後ＭＣ協議会により認定登録）

令和６年中の救急件数は、前年比35件増の
2,465件で過去最多件数を更新した。また、
高齢者（65歳以上）の搬送割合は全体の75％
を越えており、高齢化率の高い当地域特有の
結果となった。管内人口は減少しているが、
救急需要は増加し、高止まりの傾向を示して
いる。このような救急業務がひっ迫する中、
プレアライバルコールの運用開始、救急実務
研修の継続、他機関との救急総合訓練など、
確実な救急救命処置を行うための実践力を高
めた。

4 市町村間連携
推進事業

災害・犯
罪からの
安全

防災拠点施設備蓄品購入
事業

【事業の目的】
宮津与謝消防組合防災備蓄品整備計画に基づき、宮津与謝消防

組合を構成している宮津市・伊根町・与謝野町と連携して、必要
な物資等を共同備蓄品として購入し、大規模災害に備える。

【事業の内容】
防災備蓄品の整備（①アルファ米 ②飲料水 ③災害用毛布

④スペア便座　⑤燃料）

1,453 546 備蓄品　整備目標　 現有数   整備数
　①　  15,750食  12,600食  3,150食
　②　　 3,960本 　3,000本 　 330本
　③　　 3,920枚   3,020枚 　 200枚
　④　　23,500袋  17,000袋  1,400袋

⑤ 備蓄燃料のガソリン、軽油、灯油は年
度末に昨年度と入替した。

大規模災害発生時における被災者用の備蓄
品の充実を図った。

保存期限間近の食料等は、構成市町や当消
防組合が主催した防災イベント等の参加者に
提供するなど、貴重な資源を有効に再利用す
ることができた。
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